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平成28年8月に内閣総理大臣の認定を受けた生涯活躍のまち構想を推進するため、平成29年3月
に一般社団法人三木市生涯活躍のまち推進機構を設立し、本格的に事業を開始します。市全体で
の事業の推進とともに、緑が丘で事業部を開設し、モデル事業に取り組みます。

各地域では、すでに区長協議会・まちづくり協議会が住民主体でまちづくり活動に取り組まれ
ています。両団体は引き続きまちづくり活動に取り組むとともに、運営協議会や担い手として参
画することで、地域に根差した事業を推進します。

住み良いまちづくりを持続していくために、地域の皆様に積極的に参画いただき、まちづくり
の「担い手」として市・推進機構とともに、生涯活躍のまちづくりに取り組んでいただきたいと
考えています。

生涯活躍のまち構想3

（1）事業の推進体制

（2）住民の参画
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協議会

N P O法人

区長協議会

協力事業者

ボランティア
団体

運営協議会
●地元住民と事業協力者で組織
●地域の意見やニーズを集約、
事業に反映

推進機構本部
〈役割〉市全体の事業統括

サテライト
〈役割〉・住民の集いの場

・ワンストップ相談窓口
・サービス提供の場

事 業 部
〈役割〉・地域の特徴を生かした事業計画作成
　　　・地域の事業の統括
　　　・サービス事業者や地域団体との調整
　　　・サテライトの統括・運営支援

など

サテライトの運営
・施設の管理・運営
・快適な居場所づくり

主体的な地域活動
・地域への貢献
・地域互助の機運づくり
・まちのにぎわいづくり

運営協議会へ参画
・事業の評価・提案
・地域ニーズの吸い上げ

サテライトの利用
・地域への関心を高める
・交流のきっかけづくり

住民主体のまちづくり

まちの魅力を高め、いつまでも住み続けたいと思う豊かなまちの実現

提言

情報

まちづくり事業
として参画
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市、民間事業者、地域団体等の連携を図るとともに、地域のニーズを聴き、事業に取り入れる
ことで生涯活躍のまち構想を推進し、持続可能なまちづくりを実現します。

（3）住民の暮らしの向上

モデルとなる緑が丘では、高齢者の地域内での住み替えや若い世代の移住を促進するため、駅
前の中高層住宅が建設できる場所に民間の活力を活用して中高層の賃貸住宅を整備。地域内から
の高齢者の住み替えを促進し、住み替えにより空き家となった住宅を若者向けにリフォームする
ことを支援し、若い世代の移住をも促進します。

（4）住み替えや移住を促進するための集合住宅の建設

生涯活躍のまち構想は、市全体で取り組みます。緑が丘地区において推進したモデル事業の成
果をもとに、市内のそれぞれの地域特性などを踏まえて市内各地区へ事業を展開します。

（5）地域に即した事業展開

●地域で支え合うまちづくり
●多世代が交流するにぎわいあるまちづくり
●誰もがいつまでもいきいきと暮らせる魅力あるまちづくり

生涯活躍のまち構想の推進
●日常生活の困りごとの相談を受け、専
門窓口やサービス事業者につなぎます。
●多世代が気軽に立ち寄り、おしゃべ
りなどでやすらげる場所をつくります。
●健康増進や生きがいづくり、子育て
支援などのサービスを順次提供します。
●若者・子育て世代の市内への移住を
促進します。

住民の暮らしは向上します
●困りごとの相談や新たな生活支援サービ
スが始まり暮らしの利便性が向上します。

●地域の方との交流が深まり、新たなつな
がりのきっかけづくりとなります。

●いつまでも健康でいきいきと暮らせるこ
とができ、生活の快適さが向上します。

●いろいろな世代が暮らすにぎわいのある
まちづくりを実現します。

集合住宅へ
住み替え

若い世代の
移住・転入

それぞれの地域に即した事業を展開

三木市全体を活性化し、生涯活躍のまちの実現へ

●介護保険事業
●子育て支援体制の充実
●まちづくり活動の促進　など

●地域課題に対応する事業体制
●地域資源の活用
●住民主体のまちづくり　など

市全体での取組 モデル事業の成果

若者向け住宅な
どにリフォーム

※なお、リフォーム支援については、全市域を対象とした制度です。

緑が丘駅前
に集合住宅
を整備


